


























【方法] ?1.2mm x 9.25mm のインプラントを酸処理したもの (AE) と未処理のもの (Sm) を用意した。そ
の表面について電子顕微鏡 (SEM) 等により形態計測を行った。 2 種類のインプラントは 2 本一組にラット腔
骨に 13mm の間隔を持って植立，直後にインプラント間に持続的な圧縮力 (2N) が発揮されるコイルスプリ
ングを設置。 1， 2, 4 週の飼育期間後，インプラント 骨接着強度は除去トルク試験により，インプラント周
囲海面骨密度 (ca・BMD)，インプラント周囲上部皮質骨 骨密度 (co・BMD)，接着面積 (co-Area) ，厚さ (co司
Thickness) ，についてはマイクロ CT 解析により，それぞれ検討した。
【結果と考察】 AE， Sm インプラントの平均粗さ (Ra) はそれぞれ 0.341 :t 0.084μm， 2.223 :t 0.264μm であった。
両インプラントの ca-BMD については，即時荷重による影響はみられなかった。一方， AE インプラント周囲
上部皮質骨は即時荷重付加により， 4 週で co-BMD の減少 (p ぐ 0.01) ， 2 週で co-Area の減少 (p ぐ 0.05) ，
2 週でインプラント近心側 co-Thickness の減少 (p ぐ 0.05人また 1 週でインプラントー骨接着強度の減少

















したものである。実験では， <b 1.2mm x 9.25mm のインプラントを酸処理したものと未処理のものを用い， 2 
本一組をラット腔骨に 13mm の開隔を持って植立，直後にインプラント間に持統的な圧縮力 (2N) が発揮さ




ンプラント周囲上部の皮質骨は即時荷重付加により， 4 週で骨密度の減少 (p ぐ 0.01) ， 2 週で接着面積の減少
(p ぐ 0.05) ならびにインプラント近心側での周囲上部皮質骨の厚さの減少白ぐ 0.05) ， また 1 週でインプラ
ント一骨接着強度の減少 φ ぐ 0.01) が引き起こされることを明らかにしている。これらから，インプラント
を介して伝達される即時荷重は表面性状の違いによりインプラント周囲骨動態に異なる影響を及ぼすことを示
唆し，これらの即時荷重のインプラント周囲骨に対する影響は，観察期間初期でみられ，後期にはみられなく
なるものがほとんどであり，首重刺激に対する骨の適応反応ではないかと推測している。
すなわち，本研究の結果は，限られた観察期間，実験系であるものの，創傷治癒後期に即時荷重は両表面性
状のインプラント周囲骨に対して悪影響を及ぼさないことを科学的なデータとして示したものであり，インプ
ラント補綴歯科臨床の発展に大きな貢献をするものである。よって本論文は，博士(歯学)の学位に相応しい
論文と判断するものである。
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